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（１）収入の部 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

保険料収入 1,384,436 1,364,328 1,354,289 1,352,852

経常収入 1,391,546 1,373,252 1,363,594 1,360,685

（２）支出の部　　 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27
経常支出 1,195,776 1,267,698 1,349,277 1,288,391

（３）経常収支　　 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

経常収支 195,770 105,554 14,317 72,294

①保険給付費 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27
法定給付 647,529 618,770 580,738 599,756
法定外給付 39,132 42,759 33,163 29,262
　　保険給付合計 686,661 661,529 613,901 629,018
②高齢者医療拠出金 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27
高齢者医療助成計 426,524 522,926 653,307 570,863

③健診、運動促進他 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27
保健事業 63,207 63,584 62,237 68,204

（４）準備金・積立金 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27
法定準備金 355,107 354,140 354,139 354,139

別途積立金 319,611 426,206 433,211 433,211
合　計（含出資金15） 674,733 780,361 787,365 787,365

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27
介護保険収入 86,784 119,946 141,770 145,507
介護納付金支出 104,891 106,186 101,833 99,979
介護保険収入－納付金 △ 18,107 13,760 39,937 45,528

　　　詳細については、「健康保険組合規約改定案」をご参照ください。 以上
　　　　キッコーマン健康保険組合  http://www.kikkoman-kenpo.or.jp/

　　　また、第56条（一部負担還元金）、第68条(家族療養付加金）、第69条(合算高額療養費付加金）は、

　　　療養費も対象となることを明確化し、解釈に誤解を招かないように条文を修正しました。

２．一般保険　収支の状況　（単位千円）　

上記（２）支出の部：主費用①②③と（４）準備金及び積立金の概要

３．介護保険　保険料収入・納付金　（単位千円）

４．キッコーマン健康保険組合の規約の一部を改定
　　　健康保険組合連合会の「組合規約(例）」が改定されたことに伴い、当健保の規約の一部を改定しました。

　　　第7条（議員の任期）、第31条(理事会の決定事項）、第48条(予備費の使途）について一部変更しました。

　次々と料率改定を余儀なくされています。

健　保　速　報

１．平成２７(2015）年度経常収支：７千２百万円の黒字
　６月３０日に開催されたキッコーマン健康保険組合会で平成２７年度決算が承認されました。

　保険料収入は、前年に比べ被保険者の減少のため１４４万円減少しました。しかし、それ以上に支出が減ったため、

　前年度の１，４３２万円黒字を上回り７，２２９万円の黒字となりました。

　支出の総額は減りましたが、保険給付費については１，５１２万円前年よりも増えました。

　これは、家族が病気・けがで病院や薬局に支払った医療費が増加したためです。

　家族についても、病気を早く見つけて、早く治療することが大事です。

　一方、日本の高齢者の医療費を支援するための「高齢者医療拠出金」は、平成27年度は

　減少しましたが、平成29年度には大きく増え、当健保は赤字となる見通しです。

　全国的に見ると、6割以上の健保組合が高齢者医療拠出金負担の影響で赤字に苦しみ、


